
哲学のひとつの効用 死の恐怖への処方箋 

 

きっと多くの人がそうだと思うけど、僕も死ぬのは怖かった。死んだ後に僕

はどうなっちゃうのだろう。子供の頃からそんな不安を抱えていた。だから死

はなるべく先のことになるよう望んでいた。だけど、そのような意味での死へ

の恐怖は哲学で克服された。ような気がする。と言っても、哲学で何かを理解

して安心したという訳ではない。はっきり言えば、哲学によりもっとわからな

くなったのだ。 

僕らは誰も体験したことのない死を未知のものとして怖がっているけれど、

そもそも、生というものすらよくわかっていないではないか。死とは生を失う

ことなのだとしたら、失うもののことを何も知らないのに、失うことを怖がる

なんておかしいような気がする。更には、死のわからなさに気づいていない人

はあまりいないけれど、生のわからなさに気づいていない人はかなり多いこと

を思い起こすならば、死のわからなさより生のわからなさのほうが根が深いと

すら言える。僕がそのようなことに気づくことができたのは哲学の実践による

ひとつの成果だと思う。 

だからこそ僕は更に哲学することにかなりの時間を割いている。生きている

間にこの生というものをしっかりと捉えきりたいと願っている。だけど残念な

がら、どんなに頑張ってもそれは無理な相談だろう。生きている人間には絶対

に無理なことを僕は目指しているのだ。それでも僕は無理を承知でそういうふ

うに生きていくしかないと決心はしている。 

僕がもし痛みで苦しんだりせず、まともな精神状態で死ぬことができたな

ら、きっと僕は無念さとともに死ぬのだろう。もしかしたら一筋の涙でも流し

ながら、やっぱり僕の人生では生を捉えきることはできなかったなあ、なんて

思いながら死ぬのだろう。だけど、それは明日死んでも、１年後に死んでも、

１０年後に死んでも全く変わることはない。いつ死ぬにせよ、僕は似たような

感想とともに死んでいくことになるはずだ。 

そう考えると、僕は哲学により、少なくとも早死にすることへの恐怖を克服

したとも言えなくはない。まあ、早死にというほど若くもないけれど。 


